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別紙１（オプトアウト用） 

当病院をご利用いただく患者の皆様へ 

 

当病院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望 

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

研究課題名 抗不整脈薬適正使用に向けた介入点の検討 

研究責任者 国家公務員共済組合連合会 舞鶴共済病院 薬剤科 竹田 和也 

本研究の目的 

抗不整脈薬は安全域が狭く重篤な副作用を生じる可能性があるため、血中濃度モ

ニタリング（TDM）が重要です。また、循環器薬の薬物血中濃度モニタリングに

関するガイドライン等でも母集団解析に基づく初期投与ノモグラムの使用が推奨

されています。 

今回、抗不整脈薬の TDM 実施状況、および投与量等について調査し、適正使用

に向けた介入点について検討を行うこととしました。 

調査データ 

該当期間 

2012年 1月～2025年 7月までの情報を調査対象とします。 

（※研究全体の実施予定期間ではなく、研究として収集する調査データの期間です） 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる方 

当院において、2012年 1月～2025年 7月までの期間に外来受診され、ピルシ

カイニド、シベンゾリン、ベプリジルのいずれかを処方された方。 

 

●利用する情報 

処方薬剤、投与量、血中濃度値、血液生化学検査値、体重 

試料／情報の 

他の研究機関への 

提供および提供方法 

予定しておりませんが、研究対象の個人情報を医療機関外に提供する場合は医療

機関内での連結不可匿名化を行います。 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者様を直接特定できる個人情報は削除致しま

す。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も個人を特定で

きる情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 
TEL：0773-62-2510 

担当者：舞鶴共済病院 薬剤科 有吉 孝仁、堀 哲 

備考  

 

 


